
歴史的風致形成建造物 指定台帳 

指定番号 15 名称 
パーラートチギ 

【関根家住宅店舗】 

指定年月日 令和２年６月１日 所在地 栃木市倭町 301番地１ 

所有者氏名 栃木市長 大川秀子 所有者住所 栃木市万町９番 25号 

建築年代 

（根拠） 

大正 11年（1922）建築

（建築様式） 
規模・構造 鉄筋コンクリート造 瓦葺 ２階建 

特徴等 

 大通りの東側にあって、端整な外観がひときわ目を引く洋館である。しかし、洋館

の奥には通り庭形式の住居が続き、その奥に土蔵がある。洋館が建設されたのは大正

11年（1922）であるが、奥の土蔵はそれよりは古く、江戸末期の建築である。 

 関根家は幕末頃から煙草の卸売商を営み、明治初期からは「栃木煙草売捌組合」と

して昭和４年（1929）まで存続した。この洋館は、当初から貸事務所を目的として建

設されたもので、かつては東京海上火災保険会社、大井証券、中原証券等が入居し、

近年はギャラリーとして活用されていたが、平成 28 年（2016）に市に寄贈され、街

なか連携インキュベーション事業として、若者が「パーラートチギ」を運営している。 

 洋館は鉄筋コンクリート造２階建、小屋組は木造で、切妻・桟瓦葺の屋根が架けら

れている。外壁はタイル貼で、軒やパラペットには大正期独特のゼツェシオン風の装

飾が施されている。 

形成する歴史的風

致（指定理由） 

 商家町栃木にみる歴史的風致（栃木の山車祭りにみる歴史的風致） 

 山車祭りの舞台である歴史的な町並みを構成する建造物であり、歴史的建造物が建

ち並ぶ町並みを背景に山車が巡行する。 

備考 登録有形文化財（平成 12年（2000）10月 18日） 

 

 



 

 

パーラートチギ 案内図 

 

配置図 

 


